
タバコを吸い続けると、いろいろな病気になる確率が高くなり、そのせいで命を落とす可能性も高く

なります。タバコさえ吸い始めていなければ、もっと長く健康で生活できたはずなのに、吸い始めてし

まったばかりに寿命を縮めてしまった人が大勢いるのです。そこで、下のグラフを見てください。 

 

英国で３万人以上の人を５０年間追跡調査した結果を示したグラフです。たとえば横軸が７０歳のと

ころの点線を見てください。非喫煙者を示す上のグラフの交点は「８１」となっていますが、喫煙者の下

のグラフは「５８」となっていますよね。つまり、タバコを吸わない人の７０歳の生存率は８１％なのに、喫

煙者は５８％しかないのです。つぎに非喫煙者の「５９」のところを見てください、タバコを吸わない人の

生存率が５９％となるのは８０歳であることがわかります。この結果から「喫煙者は、寿命が１０年も短

い！」と言えるわけです。 

 

一度しかない人生で寿命が１０年も短いなんて、どう思いますか。それに、そんな原因となるタバコ

にいったいいくら使ったことでしょうか。毎日１０本を３０年吸い続けたとするとざっと３００万円になるで

しょう。そんな費用をかけて寿命を縮めるために、毎日人目を避けてタバコを吸い続けるなんて、とても

むなしい限りです。 

 

どうか皆さん、タバコを吸い始めないでください。 
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